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摘要

本研究では，沖縄におけるクールアイランドの季節変化をみるため，那覇市の小禄金城公園において，

周辺市街地と公園緑地の気温差についての調査を実施した.その結果，クールアイランド強度が夏に大き

く冬に小さいという日本本土と同様な結果が示された.しかし，本土で要因とされている樹木の落葉・展

葉では説明できなかった.また，クーノレアイランド強度は，冬は夜間に大きく，夏は昼間に大きかった.

全天日射量とクールアイランド強度の関係をみると，冬は負の相関を，夏は正の相関を示した.このよう

にクールアイランド強度の日変化にも季節による差異がみられた.

キーワード:那覇市，緑地，クールアイランド，気温，季節変化，日射量

Keywords : Naha city， urban green space， cool island， air temperature， seasonal variation， solar radiation 

I はじめに

地球規模の環境問題として地球温暖化があげら

れるが，都市部ではさらにヒートアイランド現象

と呼ばれる高温域の形成が長年にわたって問題視

されている.一方，高温化した都市内にある緑地

では，クーノレアイランド現象と呼ばれる周辺市街

地よりも低温な環境が形成されやすいことが知ら

れており，ヒートアイランド対策としての熱環境

緩和効果が期待され研究が進められている.

筆者らは，近年，沖縄におけるクールアイラン

ド現象を明らかにすることを目的に観測を実施し

てきている(贋瀬・嘗山 2016， 2017). これらの
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研究では，沖縄でもクールアイランド現象がみら

れること，また， 2 ha程度の小規模公園でもクー

ルアイランド現象がみられること，風速との関係

が示唆されること，などが報告されているが，調

査期聞が 10月""""11月に限定されて短い.一方，

日本本土では様々な視点からクールアイランド研

究がおこなわれているが，それらの研究の多くが

日本本土の大都市圏を調査対象地としており，ま

た夏季のクールアイランドについて報告されてい

ることが多い(浜田・三上 1994，成田ほか 2004，

菅原ほか 2011，重田ほか 2013など).クーノレアイ

ランドの季節変化を扱った研究としては菅原ほか

(2006)がある.この研究では新宿御苑での約 1年
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聞にわたる観測を通して， 日中のクーノレアイラン

ド強度は夏に大きく冬に小さい傾向を明らかにし，

その理由を植物の落葉・展葉によるものであると

している.沖縄は気温の日較差が小さく，冬でも

比較的暖かい亜熱帯の気候下であり，気候条件が

異なっている.また，植生も明確な落葉時期のな

い常緑樹が広く分布している.したがって，沖縄

におけるクールアイランドの季節変化は本土地域

とは異なった特性がみられることが期待される.

以上のことから，本研究では，年聞を通した緑

地および周辺市街地の気温の観測から沖縄におけ

るクールアイランドの季節変化の実態を明らかに

することを目的とする.

E 調査地と調査方法

沖縄におけるクールアイランドの季節変化を調

査するにあたり，沖縄県内で最も都市が発達してい

る地域である那覇市を対象に，市内にある小禄金城

公園を調査対象とした(図1).小禄金城公園の面

積は約2.0haで，中央部の丘陵の頂上には小禄御巌

があり，公園の外周には水路がめぐらされている.

緑地内の土地被覆は主に樹林で公園の東側の一部

に芝生，西側の一部に裸地 (グラウンド)がある.

気温の観測は，公園緑地内に 5か所，周辺市街

地に2か所の計7か所に，ロガー式温度計 (T&D

おんどとり Jr.)を設置し定点観測(10分間隔)を

実施した.温度センサ一部分は自然通風式シェル

ター(牛島 (2000)を参考にして自作)に格納し，

樹幹を利用して，地上約1.5mの高さに設置した.

市街地では，なるべく条件が等しくなるよ うに，

街路樹を利用して設置した.観測機材の設置状況

など観測の詳細については，鹿瀬・首山 (2016，

2017)を参照していただきたい.

観測は， 2015年 10月23日から開始し， 2017年

4月2日までの約 l年半にわたり実施したが，本

稿では，2016年 1月 1日から 12月31日までの

1年間の観測結果を対象に考察する.なお， 本調

査では定点観測に複数の温度計を使用しているた

図1 調査対象公園の位置 (a)と観測地点 (b)

(ベースマップは地理院地図より作成). 
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図2 クールアイランド強度の変動 (2016 年 1 月 1 日~ 12月31日)

め，データ解析にあたっては，各温度計のセンサー

感度の差異を解消するためのキャリプレーション

をしている.また，緑地内の温度計JOlとJ04(図

1参照)は，機材の不具合等による長期の欠測期

聞があったため，解析には，緑地内データとして

J02， J03， 105の3地点を，市街地データとして

J06， J07の2地点のデータを用いた.また，気温

以外の気象データ(降水量，風向，風速， 雲量，

日射量，日照時間など)として，那覇気象台の気

象データを用いた.小禄金城公固と那覇気象台の

距離は， 2km程度である(図 la). 

E 結果と考察

5地点の定点観測結果から，菅原ほか (2006)に

ならい，市街地気温から緑地気温をマイナスした

値をクールアイランド強度と定義して求めた.緑

地気温は却2，J03， J05の3地点の平均値，市街

地気温はJ06とJ07の2地点の平均値とした.調

査期間中 (2016年 1月 113"'" 2016年 12月3113) 

の小禄金城公園でのクールアイランド強度の変化

を図2に示した.この図をみると，クールアイラ

ンド強度は冬に小さく夏に大き くなっており， 季

節変化がみられた.月ごとにクールアイランド強

表 1 月平均クールアイランド強度

年月 強度('C)

2016年1月 0.59 

2016年2月 0.49 

2016年3月 0.63 

2016年4月 0.61 

2016年5月 0.78 

2016年6月 0.95 

2016年7月 1.13 

2016年8月 1.19 

2016年9月 0.96 

2016年10月 0.80 

2016年11月 0.59 

2016年12月 0.55 

(観測結果より作成). 

度の平均(月平均強度)をもとめた表 1をみると，

月平均強度が最も小さいのは2月(冬)の0.49'cで，

最も大きいのは8月(夏)の1.19'Cであった.

したがって，沖縄におけるクールアイランド強

度は，日:本本士と同様に，夏に大きく冬に小さい

という結果が示された.本土における季節変化を

報告した菅原ほか (2006) は， 緑地内の落葉 ・展
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葉が季節変化の要因であるとしている.しかし，

常緑広葉樹が分布する沖縄では，落葉によって，

植物の葉が日射を遮る日陰効果や蒸発散の効果が

小さくなることが季節変化の要因であるとは考え

にくい.また，大野 (1997)によると，沖縄にお

ける照葉樹の開芽時期は2月中旬から3月である.

図2をみるとクールアイランド強度は2月下旬か

ら値が大きくなっていっているものの，大きく変

化(上昇)するのは5月から 6月であるため，直

接的な因果関係は考えにくい.

つぎに，平均クールアイランド強度が最小であっ

た2月を冬，最大であった8月を夏のデータとし，

4 5 
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図3 ク}ルアイランド強度と全天日射量の時間変化
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中間である5月，11月を加えた4時期について，クー

ルアイランド強度と日射量との関係性を考察する.

それぞれの月から，那覇気象台の気象データをも

とに，降雨がほとんどなく晴天が多い，天候の安

定した連続した5日間を選んで，クーノレアイラン

ド強度(小禄金城公園)と全天日射量(那覇気象台)

の時間変化を図3に示した.この図をみると，冬

の2月(図 3a)は日射量が最大となる時間帯(日中)

にクールアイランド強度は最小となり，日射量が

最小となる時間帯(夜間)にクールアイランド強

度は大きくなっている.一方，夏の 8月(図 3c)は，

反対に日射量が最大値をとる時間帯(日中)にクー

ルアイランド強度が最大となり，日射量が最小とな

る時間帯(夜間)にクーノレアイランド強度も小さく

なっている.5月(図 3b)はHによって多少の差
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はあるが，日射量が最大となるのに少し遅れてクー

ルアイランド強度のピークがみられる.このよう

に日射量のピークとクールアイランド強度のピー

クの時間の聞に季節によって差が生じている.

図4に，全天日射量とクールアイランド強度と

の闘係を示した.この図のプロットにあたっては，

那覇気象台の全天日射量のデータが 1時間間隔で

あるため.10分間隔の小録金城公園の気温観測デー

タから求めたクールアイランド強度は 1時間平均

した値を用いた.この図から全天日射量とクール

アイランド強度との関係をみると，2月(図4a)には，

日射量が大きいとクールアイランド強度が小さい

という負の相闘がみられる.一方， 8月(図4c)

は日射量が大きいとクールアイランド強度も大き

くなっており，正の相闘がみられる.また，5月(図
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図4 全天日射量とクールアイランド強度との関係
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4b) と11月(図4d)は明確な闘係はみられない

この図は，夜間を除いた日射のある時間帯のみの

関係であるが，前述したB 夕日fレアイランド強度

の日最大値を示す時間帯が季節によって巣なるこ

とと調和的である

以上のように，タールアイランド強度は，夏は

昼間に大きくなり，冬は夜間に大きくなるという

季節変化がみられ， 制射皇室との関係性にも季節に

よる羨異がみられた 日射量の大きさも，夏と冬

では異なるため，季節変化のー鼠kして考えられ

るが，詳細な関係性についは今後の課題としたい.

N おわりに

本研究では，沖縄におけるクーノレアイランドの

季節変化を明らかにするため，那覇市の小禄金城

公留において 1年間以上にわたる気温の定点観測

を実施した.得られた結呆をまとめると以下のよ

うになった.

1)タールアイランド強度は夏に大きく冬に小さく

なる4風向がある
2)ターノレアイランド強度の日変化合みると，皐月

{笈)f土日中に大きくな1)， 2月{冬)は夜間iこ

大きくなる.

3)全天日射量とターノレアイランド強度との聞には富

月{夏)I立正の相関，2月(冬)は負の相関がみられ，

また， 5月， 11月l立関係伎がみられなかった.

本研究では，クーノレアイランド強度に日本本十“

で得られた結果と同様な季節変化がみられた.し

かしB 本土で示唆されたような落葉が要因とは考

えにくい.また，日変化も季節による時間的差異

が観察怠れ， 日射音量との関係が示唆されたが，ど

のようなプロセスが考えられるのか，また，詳締

な婆凶に演しては，不明な点も多く残された.沖

縄におけるクールアイランド現象の解明のための

さらなる調査を今後の課題とするとともに，様々

な場所での調夜事例が瀬えることを期待したい.

本稿i土，著者の一人霊堂松が提出した琉球大学法文学

部人間科学科地寝殿史人類学専攻課程の卒業論文のー

部をもとに観測データを追加し，カ日生産修正を施したも

のである.本研究を進めるにあたり，琉球大学法文学

部地主聾学教議の先生)jには貴重な助言骨頂きました回

那覇市公園管理課，那覇市道路管理課，紳縄県土木建

築部南部土木事務所の方々には，機材設置の便宜を

闘って頂きました.地理学教室員の学ヰf遼iこは観測の手

伝いをして療きました.ご協力頂いた多くの方々に厚

く御礼申し上げます.

{受付 2017年5月 10日)

{受理 2017年6月初日)
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